
 

 

 

 

和歌山マリーナ（ディンギーマリーナ）と田辺スポーツパーク（南紀田辺スポ
ーツセンター）が引き続きナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施
設に指定されました 

 
 スポーツ庁の指定するナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設に、「セーリング競技」の和歌山

マリーナ（ディンギーマリーナ[通称：和歌山セーリングセンター]）、「パラリンピック陸上競技」の田辺スポ

ーツパーク（南紀田辺スポーツセンター）が引き続き指定されました。 

指定期間は、令和７年４月１日から令和１１年３月31 日までの４年間です。 

 

① 和歌山マリーナ（ディンギーマリーナ）※平成20 年～指定 

 セーリング競技の強化拠点となる和歌山マリーナ（ディンギーマリーナ）

は、全国高等学校総合体育大会ヨット競技大会の固定開催地となっていま

す。また、「ワールドマスターズゲームズ２０２７関西」においても、セー

リング競技の会場となる等、国内における同競技の中心地です。今回の指定

で、引き続き国内トップレベルの競技者や、次世代を担うジュニア・ユース

の強化活動が和歌山で行われます。 

 

② 田辺スポーツパーク（南紀田辺スポーツセンター） ※平成28 年～指定 

バリアフリー構造の施設であり、障害者スポーツ医科学の分野でも豊富な

実績を有する和歌山県立医科大学により、競技者のフィットネスチェックや

メディカルチェック等のサポートも行われています。これまでも、パラリン

ピックやアジアパラ競技大会等に出場する、パラ陸上競技日本代表選手の強

化合宿が行われてきました。 

 

 

 ナショナルトレーニングセンター中核拠点（東京都北区）のみでは対応が困難な冬季、海洋・水辺系、屋外系

オリンピック競技、高地トレーニング及びパラリンピック競技について、既存のトレーニング施設を NTC 競技

別強化拠点施設として指定するもの。 

 NTC 競技別強化拠点施設では、ナショナルチームやジュニア競技者の強化活動、医科学サポートや連携機関と

のネットワーク化を図るなど、強化拠点施設として施設を活用した事業を実施。 

 

 

（１） 県内の競技者や指導者が、トップレベルのトレーニングメニューや指導方法等を学ぶ絶好の機会となる。 

（２） 県内に優れたトレーニング環境を有することを広くアピールし、国内外トップチームのキャンプ誘致等

につなげることができる。 

（３） オリンピアン、パラリンピアンを始めとするトップレベルのアスリートとの交流を通じ、県民のスポー

ツへの関心を高める。 
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 期待される効果  

ナショナルトレーニングセンター（NTC）競技別強化拠点施設とは 


